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民生委員・児童委員を紹介します
問 福祉課　地域福祉係　☎（232）4913

全国一斉に行われた民生委員・児童委員の一斉改選（12月１日から３年間の任期）に伴い、菊陽町民生委員・児
童委員の退任式・委嘱状伝達式を12月２日、菊陽町図書館ホールで開催しました。式では、町長が退任された
皆さんに感謝状を贈呈し、再任または新任の皆さんに厚生労働大臣と熊本県知事からの委嘱状を伝達しました。

【退任者名簿】（敬称略）

【再任・新任者名簿】（敬称略）
校区 担当区域 氏名
菊
陽
南
小
学
校
区

井口 木村　鏡子
辛川 日野　直子

馬場楠・戸次 坂井　敬明

菊
陽
中
部
小
学
校
区

上中代・出分 江藤　豊文
中代Ａ（南） 上田みつえ
中代Ｂ（北） 藤本　晶代

川久保・津留・大堀木 阪本ひろみ
下原Ａ 神谷　尚美
下原Ｂ 浦田　和代
宮ノ上 松岡　　功

ひばりヶ丘 種村　哲文
あさひヶ丘 逸見芙美子
津久礼ヶ丘 緒方　憲子
上津久礼Ｂ 大野美智子
下津久礼 皆本つぼみ
緑ヶ丘Ａ 佐小田眞智子
緑ヶ丘Ｂ 石原　武義
緑陽台 佐藤　　彌

校区 担当区域 氏名

菊
陽
西
小
学
校
区

三里木 A（１–３組） 井上　鈴子
三里木 B（４–７組） 島村　佳子

三里木北 東　　　裕
境の松 水口　正義
新成 黒木　勇三

杉並台 廣田　孝明
青葉台 家入眞佐子
東ヶ丘 森　　雅美

菊
陽
北
小
学
校
区

入道水・古閑原 原田　道行
柳水 上田　正代
馬場 可村　敬次

鉄砲小路 島田　清子
長塚 日野　雅美
新町 西塔　勝敏

新町西 松田　京子
駅前 赤塚チヅ子

南方・中尾 上田眞紀子

担当区域 氏名
井口 弓削　義孝
辛川 坂本　鈴子

曲手・道明 鈴木　則子
馬場楠・戸次 高田　敬子
上中代・出分 吉本　敬子
中代Ｂ（北） 関　　輝代

川久保・津留・大堀木 宮川　茂之
宮ノ上 宮村　　武

あさひヶ丘 原口　末春
上津久礼Ａ 吉村　昭子

校区 担当区域 氏名

武
蔵
ヶ
丘
小
学
校
区

光の森３町内 荒尾　早苗
光の森５町内 上田　喜一

武蔵ヶ丘１町内（１棟～９棟） 坂本　貞女
武蔵ヶ丘３町内（20棟～25棟） 栗屋　紀子
武蔵ヶ丘４町内（26棟～33棟） 下岸　　都
武蔵ヶ丘５町内（34棟～41棟） 丸山　葉子

武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校
区

武蔵ヶ丘６町内（42棟～49棟） 瀬戸口千代
武蔵ヶ丘７町内 住田万智子
武蔵ヶ丘８町内 満田　　光

八久保Ａ（県道北） 青木　次子
八久保Ｂ（県道南） 松田千枝子

花立 森　　博子
南花立（花立１丁目） 角　　裕美

南花立（杉ノ本） 新川　巳津
向陽台 満田　美子

南八久保 佐藤　　薫
にじの森 山田裕紀子

主任児童委員（全域）
渡邉フジヨ
島村　洋子

担当区域 氏名
緑ヶ丘Ｂ 藤田美和子
三里木Ａ 境　　和子
三里木Ｂ 大山　洋子
三里木北 中村　るみ

新山 酒井　博子
杉並台 川畑　延洋
青葉台 五嶋　民生
東ヶ丘 水田　英子
沖野 林　　利光

入道水・古閑原 高木かおる

担当区域 氏名
新町 築田　美鈴
駅前 本田　町子

南方・中尾 山下マス子
光の森５町内 桑原　孝二

武蔵ヶ丘２町内 年永　菊一
武蔵ヶ丘７町内 園田　修治

南花立（花立１丁目） 佐々木勝代
南花立（杉ノ本） 古川　幸代

南八久保 上野　幸一
主任児童委員（全域） 江藤　豊文

■民生委員・児童委員とは
　民生委員は、厚生労働大臣から委嘱され、それぞれの地域で常に住民の立場に立って相談に応じ、必要な援助を行い、社会
福祉の増進に努める人であり、「児童委員」を兼ねています。 
　児童委員は、地域の子どもたちが元気に安心して暮らせるように、子どもたちを見守り、子育ての不安や妊娠中の心配ごと
などの相談・支援などを行います。また、一部の児童委員は児童に関することを専門的に担当する「主任児童委員」の指名を
受けています。

◦生活が苦しく、家賃や水道料が払えない
◦近所の○○さん、大丈夫かな
◦公的サービスが分からない
◦障がい、難病で生活が不安
◦子育てがうまくいかない
■受付日時　平日の午前９時～午後４時

　菊陽町社会福祉協議会では、くらしに関わるさまざまな相
談を受け付けており、今年度からさらに相談支援の体制を強
化しています。
■こんな悩みを抱えていませんか
◦どこに相談したらいいか分からない
◦家族のことで気になることがある

社会福祉協議会は『相談支援包括化推進員』も配置しています �
■相談支援包括化推進員の役割
　相談支援包括化推進員は、複合的かつ多様な課題を抱えているために必要な支援につな
がっていない、次のようなケースを支援対象としています。
❶相談者本人が属する世帯の中に、課題を抱える者が複数人存在するケース 
❷相談者本人が複数の課題を抱えているケース 
❸既存サービスの活用が困難な課題を抱えているケース 
❹❶～❸が複合しているケース

■相談・支援の流れ

生活サポートセンターが設置されました

くらしの困りごと、一人で悩んでいませんか。
皆さんのさまざまな困りごとを聴いて、解決に向けたお手伝いをしていきます。
気軽にご相談ください。

困りごとの聞き取り 関係機関との連絡調整 解決に向けた対応協議

地域の人や専門機関から

生活サポートセンターへ相談

相談・支援の流れ

相談内容に応じた継続的な支援

本人や家族から

菊陽町相談支援包括化推進員
明
めい

利
り

治
はる

樹
き

さん

問 生活サポートセンター（菊陽町社会福祉協議会）　☎（232）4832
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こ
の
調
査
は
統
計
法
に
基
づ
く
基
幹
統

計
調
査
で
、
農
林
水
産
省
が
５
年
に
一
度

実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体
が
行
う
農
林
業
施
策
の

企
画
立
案
の
ほ
か
、
地
方
交
付
税
の
算
定

に
当
た
っ
て
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
る
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
１
月
中
旬
か
ら
、
農
林
業
を
営
む
世
帯

や
組
織
に
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。
調
査

で
得
ら
れ
た
情
報
は
、
統
計
以
外
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
訪
問
期
間　
１
月
中
旬
～
２
月
下
旬

■
対
象　

農
林
業
を
営
む
全
て
の
世
帯

（
集
落
営
農
含
む
）と
法
人

■
調
査
内
容（
令
和
２
年
２
月
１
日
時
点
）

世
帯
の
状
況
、
労
働
力
、
経
営
耕
地
面

積
、
家
畜
の
飼
育
状
況
、
農
畜
産
物
の

販
売
額
、
林
業
の
経
営
状
況
な
ど

■
調
査
方
法

　
調
査
員
が
訪
問
し
、
ま
ず
経
営
状
況
に

つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。
聞

き
取
り
の
結
果
、
一
定
規
模
以
上
の
経
営

体
と
な
っ
た
場
合
、
調
査
票
へ
の
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
顔
写
真
付
き
の
調
査
員
証
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。

■
調
査
結
果
の
公
表

　
概
数
値
は
令
和
２
年
11
月
、
確
定
値
は

令
和
３
年
３
月
に
公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
か
た
り
調
査
に
注
意

　
調
査
員
証
を
提
示
し
な
い
、
調
査
に
関

係
が
な
い
内
容
を
聞
こ
う
と
す
る
な
ど
、

不
審
に
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
「
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
農
林
業
経
営

体
調
査
」
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

農
林
業
の
現
状
を
把
握
す
る

「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
総
合
政
策
課　
企
画
政
策
係　
☎（
２
３
２
）２
１
１
２

女
ひと
と男
ひと
で築く　いきいき菊陽

よかつれフェスタ2020

■日時　１月25日㈯
　　　　午前10時～正午（午前９時30分開場）
■場所　菊陽町図書館ホール
■内容
◦フォトコンテスト表彰式
◦講演　「もっと分かり合うために出来る事」
◦講師　村上　美香さん（ヒトコト社）
※入場無料（手話通訳あり）

■問い合わせ
　総務課　男女共同参画推進係（三里木町民センター内）
　☎（232）5536

同じ社会に生活する全ての人がお互いに思いやる気
持ちを持って生活できる社会を目指して、「よかつ
れフェスタ2020」を開催します。お互いが「よか
つれ」になるためには、まずお互いの違いを知り、
相手を理解することから。まずは、自分を知り、相
手を知り、円滑なコミュニケーションを図るコツを
お伝えします。

◆ ◆ ◆ 講師プロフィール ◆ ◆ ◆

村上　美香さん
フリーアナウンサー

　講演、司会、番組
制作、話し方講座な
どを手がける伝え手。
放送局で21年間毎日、
夕方２時間生放送の

キャスターを務める。自身のがん罹
り

患
かん

体験から「子宮頸
がん」企画の立案、犬の殺処分問題、被差別部落問題な
どの制作も行ってきた。
　「誰もが生きやすい世の中」を目指した情報発信を心が
けている。
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